
（
原
稿
誤
り
）

四
二
ペ
ー
ジ
一
〇
行
目
〜
一
二
行
目

「

二

十

三

区

短
期

中
期

長
期

」
は
、

「

二

十

三

区

短
期

中
期

長
期

」
の
誤
り
。

正

誤

令和年月日 月曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
億
四
百
七
十
六
万
四
千
四

百
八
十
七
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
十
八
億
四
千
七
百

十
四
万
七
千
八
百
九
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

567011/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
五
月
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
八
番
五
号

モ
ノ
グ
サ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

竹
内
孝
太
朗

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の

額
を
六
億
九
千
九
百
二
十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://o
p
en
rec.co

.jp
/

令
和
八
年
五
月
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
丁
目
二
四
│
一
〇
Ｔ
Ｓ

ビ
ル
三
階

株
式
会
社
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｅ
Ｃ

代
表
取
締
役

兵
頭

陽

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

北
海
道
小

市
住
吉
町
一
二
番
一
五
号

株
式
会
社
コ
マ
ツ
ダ

代
表
取
締
役

小
松
田
哲
弘

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

広
島
市
西
区
観
音
本
町
一
丁
目
二
二
番
一
一
号

株
式
会
社
サ
ン
チ
ュ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

山
下

忠
浩

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
六
月
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。
な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

長
崎
県
平
戸
市
岩
の
上
町
一
五
九
番
地
五

株
式
会
社
な
か
し
ま

代
表
取
締
役

中
島

潤
二

令
和
八
年
三
月
十
九
日
（
号
外
第
五
十
八
号
）
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
九
号
（
養
殖
共
済
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
告
示
）

解
散
公
告
及
び
債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
は
、
平
成
十
六
年
一
月
三
十
一
日
開
催
の
社
員
総

会
の
決
議
に
よ
り
解
散
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
に
債

権
を
有
す
る
方
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い

と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

岡
山
県
倉
敷
市
児
島
赤
崎
三
丁
目
一
〇
番
二
五
号

中
村
織
物
有
限
会
社

清
算
人

中
村

敬
子

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
千
二
百
万
円
減
少

し
金
十
一
億
九
千
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
七
号
）

令
和
八
年
五
月
十
八
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
六
番
一
一
号
ア
ー
ス

タ
ッ
ク
ス
税
理
士
法
人
内厚

木
ロ
ジ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

中
村

武

債
権
申
出
の
公
告
（
第
一
回
）

当
社
は
令
和
八
年
四
月
一
日
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
に

よ
り
企
業
年
金
制
度
を
終
了
し
た
の
で
、
当
社
の
確
定
給

付
企
業
年
金
に
係
る
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間

内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

大
阪
府
大
阪
市
西
区
西
本
町
一
丁
目
一
一
番
九
号

岡
本
株
式
会
社

確
定
給
付
企
業
年
金
清
算
人

坪
井

静
世

訂
正
公
告

令
和
八
年
五
月
十
一
日
（
号
外
第
一
〇
四
号
）
掲
載
の

解
散
公
告
中
、「
代
表
清
算
人

河
本

晃
卓
」と
あ
る
は
、

「
代
表
清
算
人

清
水

晃
卓
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し

ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

東
京
都
港
区
芝
公
園
一
丁
目
八
番
二
〇
号
五
〇
三

株
式
会
社
マ
ッ
チ
ン
グ
ト
ゥ
デ
イ

代
表
清
算
人

清
水

晃
卓

取
消
公
告

令
和
八
年
四
月
二
十
四
日
掲
載
の
組
織
変
更
公
告
は
取

消
し
ま
す
。

令
和
八
年
五
月
十
八
日

三
重
県
津
市
北
丸
之
内
七
四
番
地

マ
ツ
ダ
ビ
ル

二
階
Ｂ

合
同
会
社
Ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｉ
ｏ

ｓ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ

代
表
社
員

後
藤

信
勝


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